
 

 

 

 

 

２０２３年１１月１日 

 

ＥＮＥＯＳ株式会社 

ＳＫイノベーション株式会社 

各 位 

 

ＥＮＥＯＳとＳＫイノベーションによる戦略的協業検討に係る覚書の締結について 

 

ＥＮＥＯＳ株式会社（代表取締役社長：齊藤 猛、以下「ＥＮＥＯＳ」）とＳＫイノベーション株

式会社（代表取締役社長：キム・ジュン、以下「ＳＫＩ」）およびその子会社※１は、１０月３１日に

韓国の済州島西帰浦市にてトップマネジメントによる面談を行い、これまでの協業の成果を振り返

るとともに、更なる協業可能性を検討する意向を確認いたしました。 

これを受け、ＥＮＥＯＳとＳＫＩおよびその子会社の間で、エネルギー供給の安定化と脱炭素化

に向けた協業検討を行う旨を定めた覚書を締結しましたので、お知らせいたします。 

 

この覚書には、具体的に、持続可能な航空燃料（ＳＡＦ）やＣＯ２分離回収技術などの、エネルギ

ーの低炭素化に資する技術開発や事業化に共同で取り組む旨、石油製品の供給や設備運営における

協力を通じて石油事業の競争力強化を図る旨、石油化学や潤滑油における新規事業の開発に取り組

む旨などが含まれます。 

 

ＥＮＥＯＳとＳＫＩは、日本と韓国において、ともに最大手の石油精製・石油化学製品販売会社

であり、２００７年１月に相互に合意した戦略的業務提携※2 に基づき、潤滑油ベースオイル製造※3

ならびにパラキシレン製造※4 の各々につき合弁会社を設立するなど、協力関係を築いてまいりまし

た。 

 

今般のトップマネジメント間での面談を通じて、「エネルギー・素材の安定供給」と「カーボンニ

ュートラル社会の実現」との両立に向け挑戦するＥＮＥＯＳと、「Ｃａｒｂｏｎ ｔｏ Ｇｒｅｅｎ」

を重要な経営戦略として掲げるＳＫＩが、近年の事業環境には共通の経営課題があるとの認識のも

と、協力範囲を拡大してこれらの課題を共同で検討することに合意し、覚書締結に至ったものです。 

 

ＥＮＥＯＳおよびＳＫＩは、エネルギーの安定供給と、カーボンニュートラル社会への実現に貢

献するべく、今後とも挑戦してまいります。 



※１ SK Energy 社（石油精製・販売事業、SKI 出資 100%、SK Trading International 社代表取締役社長/SK Energy社

精製事業(R&S)社長：ソ・ソクウォン氏） 

SK Geo Centric 社（化学品事業、SKI 出資 100%、代表取締役社長：ナ・キョンス氏） 

SK Enmove 社（潤滑油事業、SKI 出資 60%、代表取締役社長：パク・サンギュ氏） 

※２ ２００７年１月２２日公表 新日本石油とＳＫ（韓国）の戦略的業務・資本提携について 

※３ ２０１１年８月５日公表 ＪＸエネルギーと韓国ＳＫグループの潤滑油ベースオイル製造に係る合弁会社設立に

ついて 

※４ ２０１１年８月５日公表 ＪＸエネルギーと韓国ＳＫグループのパラキシレン製造に係る合弁会社設立について 

【覚書調印時の写真】 

＜左から（敬称略）＞ 

ＳＫ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ株式会社  ポートフォリオ部門長     カン・ドンス 

ＥＮＥＯＳ株式会社          常務執行役員         須永 耕太郎 

ＳＫ Ｇｅｏ Ｃｅｎｔｒｉｃ株式会社 社長＆ＣＥＯ          ナ・キョンス 

ＥＮＥＯＳ株式会社          代表取締役 副社長執行役員  谷田部 靖 

ＳＫ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ株式会社  副会長＆ＣＥＯ        キム・ジュン 

ＥＮＥＯＳ株式会社          代表取締役 社長執行役員   齊藤 猛 

ＳＫ Ｅｎｍｏｖｅ株式会社       社長＆ＣＥＯ         パク・サンギュ 

ＥＮＥＯＳ株式会社          常務執行役員  

潤滑油カンパニー･プレジデント 小西 徹 

ＳＫ Ｔｒａｄｉｎｇ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ株式会社 

社長＆ＣＥＯ / SK Energy R&S カンパニー･プレジデント   

ソ・ソクウォン 

ＥＮＥＯＳ株式会社          常務執行役員                忍田 泰彦 

 

https://www.eneos.co.jp/newsrelease/noc/2006/pdf_export/20070122_01_0794529.pdf
https://www.hd.eneos.co.jp/newsrelease/jx/pdf/20110805_07_01_1050061.pdf
https://www.hd.eneos.co.jp/newsrelease/jx/pdf/20110805_07_01_1050061.pdf
https://www.hd.eneos.co.jp/newsrelease/jx/pdf/20110805_06_01_1050061.pdf


【ＥＮＥＯＳ 概要】 

正式名称 ＥＮＥＯＳ株式会社 

設 立 １８８８年５月１０日 

代表者 齊藤 猛 

所在地 東京都千代田区大手町 

資本金 ３００億円 

事業内容 

石油製品（ガソリン・灯油・潤滑油等）の精製および販売 

ガスの輸入および販売 

石油化学製品等の製造および販売 

電気・水素の供給 

大株主 ＥＮＥＯＳホールディングス株式会社 １００％出資 

 

 

【ＳＫイノベーション概要】 

正式名称 ＳＫ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ Ｃｏ.，Ｌｔｄ．  

設 立 １９６２年１０月１３日 

代表者 Ｋｉｍ Ｊｕｎ 

所在地 韓国ソウル特別市鐘路区鐘路 

資本金 ２６兆ウォン 

事業内容 

ＳＫグループの中間持株会社として、ＳＫ Ｅｎｅｒｇｙ、ＳＫ Ｇｅｏ Ｃ

ｅｎｔｒｉｃ、ＳＫ Ｏｎ、ＳＫ Ｅｎｍｏｖｅ、ＳＫ Ｉｎｃｈｅｏｎ Ｐ

ｅｔｒｏｃｈｅｍ、ＳＫ Ｔｒａｄｉｎｇ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ、Ｓ

Ｋ ＩＥ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ、ＳＫ Ｅａｒｔｈｏｎの 8 つの子会社を

持ち、石油、石油化学、ｅモビリティバッテリー、情報電子材料事業を運営 

大株主 ＳＫ Ｉｎｃ. ３４．４５％出資 

 

 

【本件に関するお問合せ】 

ＥＮＥＯＳ株式会社 広報部広報グループ ０３－６２５７－７１５０  

ＳＫイノベーション株式会社 コミュニケーション部広報室 ０２－２１２１―５１１４  

 

 

以 上 

 


